
第七回栄区歴史双六探訪 副題栄地域史蹟探究

栄歴史双六探訪笠間地区行程表

日時 平成 17年5月9日（月）

集合 バス停笠間十字路 9 : 5 0 

出発 1 0 : 0 0 

①新橋地蔵堂・道標 → ②水神祠 → ③起立社御嶽山遥拝所 → ④薬師如来石仏

→ ⑤皇大神宮 → ⑥前立不動 → ⑦笠間山法安寺 → ⑧御蔵坂板碑 → 

⑨青木神社 → ⑩不動道標 → ⑪上町石仏群 → ⑫塞ノ神・馬頭観音 → 

⑬笠間中央公園 （昼 食） → ⑭鹿島神社 → ⑮鷹匠橋 → ⑯六地蔵石仏

〔ーロメモ〕

1、新橋（袖川）

①延命地蔵尊造立年不明

②庚申塔道標造立年元禄4年 (1691)

刻 銘従是とつ加道左とつかミち 従是ぐミやうじ道右仁じ亡

鎌倉古道は、ここから長光寺の裏山を小菅ヶ谷小学校裏（花立）の尾根道を進み

舞岡公園から日限山地蔵を経て柏尾から鶴ケ峰方面へ続いているが、ここから大道

→ 貝殻坂 → 倉田 → 吉田を通って柏尾へ行く道は、北条泰時が仁冶元年

(1240) 巨福呂坂の開発と同時に開発した新道で、（山内道路と称した）経済道路

として利用されたため以後はこちらの道の方が発達した。

2、水神祠

袖川が改修される前には、この辺りに笠間堰と飯島堰の二つの堰があって田立と飯

島の田圃の灌漑用水を確保していたが、気象情報が未だラフな時代に急に大雨が降っ

た場合には、上流の洪水を回避したり堰を決壊から守るため堰板をはずさなければな

らないが、大雨の最中濁流と戦い命を落とす人もいた。そうした犠牲者の霊を慰める

と共に水神の怒りを静めるために水神様が祀られたと言われています。なお、飯島堰

にも水神様があって、飯島の字滝が久保に庚申塔と並んで祀られています。

3、起立社御岳山遥拝所

江戸中期から明治にかけて山岳信仰が盛んに行われ各所に講碑や霊神碑が建てら

れたが、起立社による遥拝所は栄区内に 3ヶ所と承知しています。即ち、笠間、上郷、

公田神明社境内です。笠間の小笹医院の先々代、小笹養元さんは起立社の先達さんと

して活躍されました。

① 長崎大明神の石碑が線刻画になっているのは珍しいとのことです。

② 不動尊が伴っている脇侍は制晩迦（セイタカ）童子、衿迦羅（コンカラ）童子と言い、

3 6童子のうちの 2童子ですが、 2童子を従えている不動尊は、他に上郷の御嶽神

社、小菅ヶ谷の春日神社、金井の御嶽神社にあります。また、今泉の称名寺（今泉不

動）へ行くと 36童子全てを従えた大日如来を参拝することができます。
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4、神明社下

① 薬師如来はこの他栄区内には次のところにあり、かつては本郷地区内の薬師巡礼

をした人もあったと聞きます。（寅年に七薬師巡りをするとご利益があると言われて

いる）

． 小菅ヶ谷広地薬師丸彫石造 ． 小菅ヶ谷長光寺 木彫

． 公田 永林寺 ＂ 
． 飯島 薬師堂 ＂ ． 中野 長慶寺 木彫 ． 長沼 正安寺 " ． 鍛冶ヶ谷正翁寺 丸彫石造

5、神明社

伊勢神宮の天照皇大神を祀った神社は「神明社」と言います。

この地には、以前は木造の小さな社があったが、朽ち果てたままになっていたのを

土地の有志が石碑に建替えた。

6、前立不動

この不動尊像は、今泉不動への道標として造立されたもので、このような像を「前立

不動」と言います。供花やお掃除などのお世話は、近所の方がやっておられるとのこと

です。

台座に刻銘されている宝永 7年(1710)に造立されたオリジナルの不動尊像は、平成

7年に車の接触事故により大破してしまったため新たに作成されたものです。オリジ

ナルの石像は、一応修復されて今泉不動に保存されている。

7、法安寺（浄土宗笠間山知光院法安寺）

① 創建は、正平2年(1347)ですが戦乱の中にあって廃絶と中興を繰り返してきた波

乱の寺と言われている。笠間は、江戸期に入り寛永4年(1627)上総生実藩森川氏(1

万石）の知行地になって以後は明治維新まで一貫して領主が代わらなかった異色の

土地柄であり、当寺も領主から篤い庇護を受けてきた。寺の什物帳には、森川氏か

ら贈られた仏画などの記録があり、また森川氏代々の古い位牌も祀られている。

② 仏 像 当寺は仏像の多い寺ですが、次のような特色ある仏像があります。

・木彫彩色弁財天 仏法護持の神としての本来のお姿である一面八腎で、 8本の

手には弓、矢、斧、戟、剣、輪宝などの武器を持つ戦いの神であ

る反面、水を治め福徳をもたらす神として崇められた。

・爪彫り観音石仏 弘法大師が一夜で爪彫りしたという十一面観音石仏（秘仏）で、

この拓本をもとに作られた版画のお札を戴くことができる。

この観音様は、鎌倉郡三十三ヶ所札所の第十五番になってい

るが、栄区には他に次の札所がある。

第十六番公田の永林寺(+一面観音）

第十七番上郷の光明寺（正観音）

第二十九番金井の玉泉寺（正観音）

第三十一番飯島の勝福寺観音堂（正観音）

・ 六観音坐像 聖観音、千手観音、馬頭観音、十一面観音、准肱観音、如意輪観音

・ 十一面観音 舟形光背の台座に四天王と邪気を配した珍しい観音様
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③巡拝供養塔 造立年文化己巳（つちのとみ）（1809)

刻 銘 種子 キリーク（阿弥陀如来）サ（観音菩薩）サク（勢至菩薩）

奉巡拝 西国、四国、秩父、坂東、百八十八箇慮供養塔

日月 清明

④ 徳本上人六字名号塔 南無阿弥陀仏の念仏 6字を六字名号と言うが、徳本上人

8、御蔵坂

が書いた独特のデザインにより刻した名号塔を徳本（上人）

六字名号塔といい、区内には他に小菅ヶ谷大誓寺と和田の

石仏群にあります。

昔年貢米を集める時の倉があったので御蔵坂（おくらざか）と言われている。

石塔と板碑はコンクリートで固定されているので造立年等が確認できない。

近所の青木さんが毎月供養をしている。

9、青木神社

祭 神 手力雄命(9ゾカラオJミコト） 伊排諾命（イサ守キ~Jミコト）伊眸再命（イ炉ナミJミコト）

社名 青木神社の社名の由来についてはよく判っていない。

湯花神楽 四方に笹竹を立て注連縄を張った結界の中で釜で湯を沸かし、束ねた笹

を湯に浸してお祓いをする。

この神事は、鎌倉の鶴岡八幡宮で初めて行われたと言われており、笠間

の鹿島神社、舞岡八幡宮でも行われている

1 2、裏宿辻

① 塞ノ神 以前は 1月 14日にサイト焼きが行はれていたが、今はこのよう

な環境なので危険なのでここでは行われず鹿島神社で行われている。

② 馬頭観音 この石仏は新橋のほとり変電所側に立っていたが下水の暗渠エ

事の際に石井さんが引き取ってここへお祀りした。石塔が大分傷ん

でいるのは、当時悪童たちが石投げの標的にしたためとのことです。

1 3、笠間中央公園

この地には以前から遺跡があると考えられていたが公園を作る時に本格的な発掘

調査が行われた。調査結果の概要はプレートを参照願いたい。

1 4、鹿島神社

① 祭 神 武甕槌神（タケミカヅチ｝カミ）

明治時代には 1村 1社制度により青木神社に合祀されたが、戦後の昭和 25 

年に祖先を大切に思う地域の人々の努力により分離独立することができた。

② 庚申塔群

．庚申塔（右） 刻 銘 種子 キリーク（阿弥陀如来） サ（観音菩薩） サク（勢至菩薩）

三猿右から口（雄）耳（雌）目（雄）

この三猿は雌雄の別が明確に刻まれた珍しいものです。

• JI （中） 刻 銘 種子（キリーク） 阿弥陀如来像（束迎相）

庚申塔は、青面金剛を主尊とするものが多いが、ここの

二体は阿弥陀如来である。

③ 手洗鉢 二百七十年前に作られた古いもので、刻まれた 11人の奉納者の

名前は、現在田立に存在する旧家の苗字に当てはめることができる。
. 3. 



1 5、鷹匠橋

①橋名 江戸城が完成するまで藤沢にいた徳川家康は、今の栄区周辺にし

ばしば鷹狩に来たそうで、小菅ヶ谷の長光寺や長慶寺にも逸話が残

っているが、この柏尾川辺りに来たときは、見通しが良いこの橋の

上で鷹匠が控えていたのでこの名が付いたとか、この辺りに鷹匠が

住んでいたからとか言われている。

② 交通の便 地図で見ないと分かりにくいが、この橋の位置は田立の村道の

1 6、六地蔵

延長線上にあり、長尾台へ行くための橋として利用されていた。

鉄道の踏切は戦後少しの間までは無人踏切があった。ぐるぐる橋

の所には有人踏切があった。

柏尾川を三途の川に見たてて、早世した子ども達の供養をするためにお地蔵様（子

どもを守る仏様）を祀ったものと思われる。護岸が改修されるまでは川原にあった

ものを現在の場所に移した。
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／ 
鎌倉郡三十三札所

江戸時代中期

吉原勉「鎌倉郡三十三か所の観音を尋ねて」（昭和49年）より作成

順番 札所 所在地 札所本尊 御身 本尊保管寺院

第 1番 新清水寺 鎌倉市雪ノ下 聖観音坐像（籟） 8尺 大層音寺（星観音宗、8本債Ailf)

第 2番 花光院 鎌倉市扇ガ谷 聖観音 l寸8分 不明

第 3番 松岸寺 鎌倉市扇ガ谷 聖観音 8寸 寿福寺(U倉眉宝信青i)

第 4番 向陽庵 鎌倉市扇ガ谷 観音坐像 6寸2分 海蔵寺（届済護長寺l)

第 5番 正覚寺 逗子市小坪 聖観音（囚勤） 1尺5寸 正覚寺（浄士奈）

第 6番 報身院 逗子市小坪 聖観音坐像（伝足翻） 1尺余 小坪寺（り埠）

第 7番 香蔵院 逗子市小坪 十一面観音立像 l尺6寸5分 小坪寺（り土奈）

第 8番 法花堂 鎌倉市西御門 如意輪観音（伝辺飩） 2尺5寸余 来迎寺（廂）

第 9番 隻長寺晨砿l鎌倉市山ノ内 聖観音坐像（安併闘） 2尺5寸 建長寺（蘊済護長寺j)

第10番 舷寺千手9 鎌倉市山ノ内 千手観音坐像（伝息請） 5尺 建長寺（員済奈息長寺厩）

第11番 鵠tlJ(＂寺： 鎌倉市山ノ内 聖観音立像（復蘭免作） 4尺 東慶寺（畠舷限寺屠）

第12署 円覚寺 鎌倉市山ノ内 聖観音坐像（春B作） 2尺2寸5分 月t寺仏廿鳥（畠肴宗lIJt寺原）

第13番 かめい堂 鎌倉市台 聖観音立像(Bl作） l尺5寸 市場公会堂（且倉軸）

第14番 岡の堂 鎌倉市大船 観音立像（伝穫飩） 1尺5寸 多聞院（員言猷t寺原）

第15番 法安寺 栄区笠間 十一面石観音（石道） 9寸 法安寺（り埠）

第16番 こまかたf 栄区公田町 十一面観音立像（伝穎作： l尺3寸 永林寺（顧奈）

第17番 坂中寺 栄区上郷町 聖観音立像（伝息り作） 3尺3寸 光明寺（り土真奈樟寺屠）

第18番 浄念寺 港南区野庭町 如意輪観音（囚飩） 1寸2分 浄念寺（り土奈）

第19番 桜堂 戸塚区舞岡町 十一面観音立像（師羞ff:5尺l寸 長福寺（畠蘇限寺簾）

第20番 円福寺 戸塚区舞岡町 十一面観音立像（雌樟 6寸 円福寺（打土奈）

第21番 さそり堂 戸塚区上倉田 千手観音立像（伝行羞作） 5寸 蔵田寺（浄土案）

第22番 朝日堂 戸塚区戸塚町 千手観音坐像(K9徳好ff:6寸 清源院（伶採）

第23番 観音寺 泉区新橋町 聖観音（節羞作） 2尺6寸6分 観音寺（＇踪）

十一面観音（伝弘駄眉作） 8寸4分

第24番 大石寺9積 泉区上飯田町 十一面観音立像（師羞作： 1尺4寸5分 大石寺観音堂（卸）

第25番 正法寺 泉区和泉町 十一面観音坐像（断羞h:1尺2寸 正法寺（り捻）

第26番 帽寺いむliどう 泉区中田町 十一面観音立像（伝夏心作： 3寸5分 中田寺（り抹）

第27番 蓮花寺 戸塚区汲沢 十一面観音坐像(Ii;穎作 5寸7分 宝寿院（真言款観簾）

第28番 浅間堂 戸塚区原宿 十一面観音立像（伝息樟： l尺l寸 大運寺（打埠）

第29番 玉泉寺 栄区金井町 聖観音立像(llff) 1尺1寸5分 玉泉寺（畠難限寺厩）

第30署 大雲庵 栄区田谷町 十一面観音鎌（伝9駄神 5寸2分 燈明寺（畠肴痣限寺屠）

第31番 正福寺 栄区飯島町 聖観音立像（郎） l尺l寸 勝福寺（卸）

第32番 仁伝寺 藤沢市渡内 聖観音坐像（雌飩） 1尺5寸 二伝寺（り採）

第33署 慈眼寺 藤沢市渡内 十一面観音立像（伝行』h6尺2寸 慈眼寺(9脂）


